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 1. 緒 口
 肝穿刺によって得た組織片に普通染色の外に核酸染色を施し, 肝細胞内における核酸の消長と
 星細胞内リボ核酸 (RNA) 含有量の増減およびこれらと諸種臨床検査成績との相関傾向について
 2, 3の考察を行った.
 II.研究方法
 肝障害のあると思われた愚老に Vim silvemal/ 針を用いて 肝穿刺を行い, 得られた組織片
 を Camoy 固定, 3μの切片を作製, H. 一E. 染色, Vall Gieson 染色(以上普通染色), メチル
 緑・ピ・ニン (MGP) 染色 (核酸染色) を施した.
 III.研究成績
 1. MGP 染色による肝細胞の分類
 従来核酸染色による肝細胞の分類上, 核内の染色所見はその対象にされなかったが, 私は核お
 よ び核小体の染色状態により3型に, 更に細 胞質の染色形態によって別に3型に分け, 双方の組
 合せにより9型に分類 した. すなわち核小体がピ・ニン嗜好性(P性), 染色質がP性とメチル緑
 嗜好性 (MG 性) とを示すものを工型とし, 核小体がP性, 染色質は MG 性のみを示すものを II
 型, 核全体として MG 性のみを示すものを III 型とした. また, 細胞質内P性顆粒の分布状態
 により均等分布を示すものを1 型, 核周辺に集合性分布を示すものを2型, 極度減少ないし消失
 を示すものを3型とし, それぞれ 1, II, III 型と組合せて11型, III2型などと呼称する事
 にした.
 任意に選んだ 400D の肝細胞について以上9型の出現率 (総数に対する百分率) を見ると11型
 が最も高率(33%) で全体の約 1/3 を占め, 1型群 (1 1, 12 および13型総称), II 型群, m型
 群と1, 2,3型群との間には特に著明な相関傾向は認められず, RNA は核小休, 染色質, 細胞
 質内においてそれぞれ独自の立場で増減するよ うに思われた.
 2. 肝細胞核酸染色各型と諸種臨床検査成績との関連
 a) 組織診との関係(72 例)1 表に示すようにほ 巧E常肝では11型, II1型, の順に高率に
 出現しIE常度の高い事を示すに反し, III 2, III3型はほとんど出現せず, 異常度の高い事を想
 像させる. 11 型の出現率はほゾ正常肝平均 (以下省略) 51% に対 し, 他の群 (各異常群) ではい
 ずれも非常に低率に 出現, 組織学的所見上ほ ゾ正常肝とほとんど差異を認めないところの肝炎治
 癒期および肝炎後症候群(肝治群) における 31% という成績は RNA の回復が組織像の回復より
 緩慢 な事を暗示 している.
 12型, 13型は各異常群において高率, 後者は癌群および急性肝炎で特に高率に出現する. II
 1型はほダ正常肝より高率に 出現するものとしては 肝治群, 他の各異常群では低出現率を示す.
 H2型の出現には 各組織診において差 異が ほと/え、 どな く, II3型は一般に異常群で高率の出現
 を示す. III1型は肝炎群で高率, 中でも急性肝炎で著明な高出現率を示し, 肝硬変と癌ではほ
 ず正常肝におけるよりも低率になっていいる. III 2型, III3型はほゾ正常肝で0% だが, 前者
 は一般にも0～3 %, 後者 は各異常群では低率ながら 必ず 出現している.
 1型群の出現率は 各異常群に低率 (約 3/4 倍以下), 2型群は各異常群で2～3倍の高率を示
 す. 3型群もほず同様な傾向を示しているが, 特に 癌群では著明な高率を示す. 1, II および
 III型群の出現率は 肝硬変では ほゾ正常肝におけると同様だが, 肝炎群では1型群が低率, III
 型群が高率に出現, 癌では1型群が高率, II 型群が低率出現を示す.
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 b) 星細胞 RNA 量との関係 (76 例): 星細胞の RNA 含有量 (P性の強さ) の増加に従って,
 12型, 13型, 2型群, 3型群および1型群の出現はいずれも高率を示し, II1型, III1型,
 1型群, II 型群および III 型群の出現は低率を示す傾向をとる.
 c) 肝細胞変性との関係 (76 例): 軽微ではあるが13型とは相関的, 11型と II1型には逆
 相 関的傾 向を示す.
 d) 網内系機能 (コンゴ赤係数) との関係 (21 例):II型と1型群の出現は機能低下に従って
 著減, II 1, II 2, II 3, m1型, II, III 型群では逆に著増を示す傾向にある.
 e) 結合織増殖, 円形細胞浸潤, 星細胞肥大, 蛋白代謝機能 (高田反応ほか), 色素排泄機能
 (B. S. P、), 解毒機能 (H. A. T. ), 血清蛋白総量, A/G および各分画との関係 (31～76 例): い
 ずれ との聞にも相関傾 向は特に認められなかった.
 3. 星細胞 RNA量と諸種臨床検査成績との関連
 a) 組織診との関係 (82 例): ほず正常肝に比し癌では RNA の増加を示し, 肝炎群では減少
 (急性肝炎のみ増加), 肝,硬変でも軽微ながら減少傾向を示す.
 b) 網内系横書臥コンゴ赤係数) との関係 (21 例): 機能低下に従って星細胞 RNA 量の減少す
 る傾 向を示す.
 c) 星細胞肥大, 諸種肝機能, 血清蛋白定量諸成績との関係 (31～80 例): いずれも有意的傾
 向を示さなかった.
 4. 特殊型細胞
 MGP 染色所見上, 以上の9種型に含める事のできない5種の癌細胞と3種の非癌細胞が発見
 される. a). 核全体が強いP性を呈し, MG 性を呈する部分を欠如せる 癌細胞, b). 核小休が
 強いP性を 呈する癌細胞, c). 核内に MGP不染r生の大空泡を有する癌細胞, d). 核小休内に
 MGP 不染r生の空泡を有する癌細胞, e). 染色質はP性, 核小休は MG 性を示す (逆 II 型) 癌細
 胞, f). 核内には大空泡の形成を見, 細胞質は強いP性を呈する大小種々の顆粒を含む巨大細胞
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 (変性肝細胞 ～), g). c細胞同様核内に MGP 不染性の大空泡を有する 癌巣周囲の非癌肝細胞,
 h). a細胞同様の非癌肝細胞. このうち, a細胞は癌症例の大部分に現われ, e細胞とf細胞と
 は全症例中にた ・“1個ずつ見られ, h細胞は癌巣周囲に多く, 非癌例ではf細胞を発見せる肝硬
 変の1例のみに見られたに過ぎない. この症例は前癌状態の疑いのもとに数週後再検されたが癌
 の所見はなく, MGP 染色に.よっても特殊型は認められなかった. なおa細胞とh細胞との集合
 部位は H. 一E. 染色不良性を示す.
             IV. 総括ならびに考按
 従来核小体は RNA を含むものとされていたが, 私の成績では, 核内に全くP性を認めず核小
 体が明らかに MG 性を 示すものもかなり 認められた. 従って 直ちに 核小体に RNA を含まず
 DNA を含む肝細胞もあろうと 想像されるが, しかし RNA でも高分子のものは MG 性を呈す
 ると言われているから, 私のこの考えが正しいものである と言い切れないまでも, 本問題は一老
 に値するはなはだ興味深いものと言うべきであろ う.
 また従来肝細胞の 核酸染色上正常型と言われていたもの (私の分類における1型群に相当する
 もの) の 35%は 染色質の RNA がほとんど消失 (II1型), 他の8% は更に核小休の RNA ま
 でも異常を示している (III1型). この意味においても核酸染色による肝細胞の分類には, 核の
 MGP染色性が常に取り上げられなければならない と思われる、
 各型と組織診および諸種の臨床検査成績との対比によって, Il 型は正常型, II1型は比較的
 正常型と考えられる.
 急性肝炎においては III1 型と III 3 型が, 肝展変においては 12 型と 13 型が高 率に出現 し,
 亜急性および慢性肝炎においては III 1, III 2, III3 および 12型がそれぞれ前2老の中間を
 とって II 3, 13型と共に比較的高率に現われる事から図に示されるよ うに 11→II 1→III 1→
 III 2→III 3→II 3→1 3→12 が RNA 消長についての主要経路と考えられ, 肝治群においては
 II 型群, 特に II1型が高率出現を示す事から, 図に明らかにされるように RNA の回復につい
 ては II 3→II 2→II 1→11が主要経路と考えられる.
 V. 結  …五日目
 85 例の生検肝組織に MGP 染色を施 し, 諸種臨床検査成績と対比 し次の結果を得た.
 1) 肝細胞は核小体, 染色質の MGP 染色性によって3種に類別され, 細胞質の MGP 染色性
 によってまた別に3種に区別され, 以上両者の組合せによって9種の細胞型が得られた.
 2) MGP 染色による分類上最も正常と思われる肝細胞は組織診上におけるほゾ正常肝におい
 て他の各異常群における 24～36% 出現に比してはるかに高率に出現するが, なお 51% を占め
 るに過ぎない.
 3) 肝における癌またはこれに類似の高度の変性像を示す疾患においては以上9種型に包含し
 得ない特異な MGP 染色性を示す数種の細胞が発見 される.
 4) 肝細胞 RNA と諸種臨床検査成績との間には, 組織診との関係を除いては, 特に著明な相
 関傾 向は認められなかった.
 5) 星細胞の RNA 含有量と諸種臨床検査成績との関係にはほとんど特記すべきものが見られ
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 85 例の生検肝組織片に ヘマ トキシリン・エオジン染色およびワンギーソン染色とともに, メ
 チルグリーン・ピロニン染色を施し, 諸種肝疾患の際の肝細胞, 星細胞およびその他の細胞, 特
 に癌細胞における 〕」 ボ核酸 (以下 RNA と略す) とデスオキシリボ核酸 (以下 DNAと略す)
 の染色形態について考察し, 諸種臨床検査成績との比較検討を加えた.
 Szallto & Popper は核酸染色 による肝細胞像を 主として R N A の原形質内分布により4
 型に分け, また平山らは RNA の原形質内分布のみにより別な4型に分類しているが, 著者は
 R N A, D N A の核内分布形態と R N A の原形質内分布形態とをそれぞれ3型に類別 した.
 即ち, 1型は核小体がピ・ニン嗜好性, 染色質がピロニン嗜好性とメチルグリーン嗜好性を示す
 もの, II 型は核小休がピロニン嗜好性, 染色質がメチルグリーン嗜好性のみを示すもの, III 型
 は核全体としてメチルグリーン嗜好性のみを示すものである. また, 細胞質内のピロニン嗜好性
 顆粒の分布状態によ り, 均等分布を示すものを1型, 核周辺に集合性分布を示すものを2型,
 極度減少ないし消失を示すものを 3型と し, それぞれ 1, II, III 型と組合せて 1-1 型, III-2 型
 などと呼 称することとした.
 これらの組合せによる9種の型の中, 最も正常と思われる 1-1 型の肝細胞は, 組織診上ほゾ
 正常肝とされるものにおいて, 他の各異常群における 24～36 %の 出現率に比してはるかに 高率
 に出現するが, なお 51% を占めるに過ぎない.
 肝における癌またはこれに類似の高度の変性像を示す疾患においては, 以上9種の型に包含し
 得な1. ・特異なメチルグリ ーン・ピロニン染色性を示す数種の細胞が発見された.
 肝細胞 R N A と諸種臨床検査成績との間には, 組織診との関係を除いては特に著明な相関傾
 向は認められない.
 星細胞の R N A 含有量と諸種臨床検査成績との関係については, ほとんど特記すべきものが
 見られなかった. たず星細胞の RNA 量の減少がわずかに網内系機能の低下に平行する傾向を
 見たに過ぎない.
 従って本論文は学位授与に値するものと判定する.
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